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梗概 

 本政策は、兵庫県養父市における観光の日帰り偏重と人口減少・高齢化の進行を主要課題と捉

え、民泊事業と住民発信型アプリ「マイふるさとガイド」を連動させることで、宿泊需要の拡大

と地域活性化を同時に実現する政策モデルを提示するものである。養父市は年間約 97 万人の観

光客が訪れる一方、宿泊率はわずか 9％前後、平均泊数も 1.29 泊と短く、観光消費が域内に十分

に還元されていない現状がある。氷ノ山をはじめとした自然観光資源や農林業を基盤とした食・

文化資源を備えながらも、宿泊・体験誘導を促す仕組みが脆弱であり、四季を通じた滞在価値の

創出が求められている。 

第 1章では、産業構造と観光入り込み動向を通じて地域の特性を整理し、特に夏秋期における

潜在的誘客力を指摘する。第 2章では、人口推計、県観光調査、国定公園利用者数比較を用いて、

日帰り偏重の構造的課題と宿泊誘導の必要性を明らかにする。そのうえで、第 3章では、アプリ

を介した①民泊予約・検索・レビュー機能、②ホストによる地域紹介投稿、③宿泊者の体験共有、
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④飲食店・イベントとの連携、⑤学生ボランティア参画、⑥行政の認証制度、⑦相互支援ネット

ワークの設計を具体化する。そして、第 4章では、制度維持費は行政負担、運営費・還元費は民

間協賛・利用者負担を組み合わせる持続的財政スキームを提案し、養父市の地域振興ポイントで

ある「やっぷるポイント」により域内経済循環を強化する仕組みを示す。さらに、ホスト支援制

度を入口支援→負担軽減→動機付け→安心保障の 4段階に構造化し、人材の継続参画を促進する。 

本政策により、短期的には宿泊者増加と地域消費拡大が、長期的には、宿泊をきっかけに地域

と継続的に関わるつながり人口が育成され、地域の担い手不足解消や移住の促進につながる可能

性がある。住民発信と行政支援を結節した体験型観光の循環構造は、養父市を「また訪れたい地

域」へと変革する戦略的基盤となり得る。 

 

第 1章 養父市の現状 

 近年、日本の地方都市において人口の減少、少子高齢化、地域経済の縮小や担い手不足が深刻

な課題となっている。兵庫県養父市も例外ではなく、若年層の減少と地域資源の活用方法が問題

となっている。そうした中で住民自身が地域の魅力を再発見し、「知る、泊まる、つながり、地域

を活性化」を目指すために、まず資料を用いて養父市における産業構造の考察をする。 

 養父市は、2024 年度、総観光入り込み客数は約 97 万人と報告されており、決して少なくはな

いことがわかる。ただし、日帰り観光客が多数を占めており、滞在型観光としての地域経済効果

には偏りがみられる（図表 1）。一方、農林業の歴史を持ち、地域資源としての自然・食・文化な

どが多様に存在しており、特に夏季や秋季における新たな魅力発見の可能性がある。 
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（図表 1）養父市観光客入込客数 

 

（出典：令和 4年度 兵庫県観光客動態調査報告書） 

 

 本政策提案の目的は、「民泊事業」に「マイふるさとガイド」を組み合わせることで、観光振興

と定住促進を同時に実現する地域活性化モデルを構築することである。住民により情報発信と、

旅行者による滞在・体験を結びつけることにより、養父市の自然や文化を生かした「養父市とつ

ながりを持つ新たなつながり人口を創出、拡大する地域社会」を目指す。 
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第 2章 現状分析 

1．人口推移と将来推計人口 

 養父市の人口は 1965 年の 40,740 人から一貫して減少している。2020 年には 22,129 人となっ

ている。人口減少は今後も続くと推計されている。2040 年には約 15,790 人、2060 年には約 9,876

人まで減少する見込みである。(図表 2) 

 年少人口（0～14 歳)は 1965 年の 11,251 人から 2060 年には 540 人まで減少し、生産年齢人口

（15歳～64 歳）も同期間に 25,296 人から 4,680 人まで減少すると示されている。一方で、老年

人口（65 歳以上）は増加傾向にあり、1965 年の 4,193 人から 2060 年には 4,656 人となる見通し

である。 

 また、高齢化率は 1965 年の約 10％から上昇を続け、2060 年には約 50％近くに達すると推計さ

れている。これらの数値から、人口の減少と高齢化の同時進行が読み取れる（図表 2）。全国と比

較してみても（図表 3)、全国平均では 2050 年でも 39.6％にとどまる見込みであり、養父市の高

齢化の進行が大きく上回っていることが分かる。 

 

（図表 2） 養父市人口推移と将来推計人口 

 

（出典：養父市ホームページ） 
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(図表 3) 総人口の長期的推移 

 

(出典：国土交通省 2050 年の国土に係る状況変化) 

 

 

2．観光客の滞在の短さが生む消費機会不足と観光客推移 

 養父市は、氷ノ山をはじめ天滝、あゆ公園など自然環境に恵まれ、観光資源が豊富である。し

かし現状として、観光客の多くは日帰りにとどまっており、宿泊を伴う観光消費は少ない。これ

には観光スポット間の交通アクセスの不便さや、宿泊施設・飲食店の不足が背景にあるだろう。

また、観光資源が点在しているのにもかかわらず、それらをつなげる仕組みが脆弱であることも

課題である。特に観光の核となる氷ノ山のスキー施設など、他の地域と比較したときに大きな差

別化要因とすることができるのにもかかわらず、うまく生かすことができていない。氷ノ山を中

心とした観光資源は、十分に地域経済へ貢献する形で活用されているとは言い難い。兵庫県の「観

光動態調査（2022 年度）」によれば、県内における観光客全体のうち 宿泊客の割合は 9.0％にと

どまり、91.0％が日帰り客となっている。氷ノ山エリアを含む但馬地域においても同様に宿泊客

比率が約 9〜10％前後という日帰り観光客の偏りの構造が続いていることが報告されている。さ

らに兵庫県「観光マンスリーレポート」より、2024 年度の平均泊数はわずか 1.29 泊であり、県

が設定した宿泊促進目標の 1.5 泊を依然達成できていない（図表４）。 
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(図表 4) 平均泊数 

 

(出典；観光マンスリーレポート) 

 

また、氷ノ山を含む「氷ノ山後山那岐山国定公園」の年間利用者数は、環境省の「2023 年国立

公園利用者数」によれば 2023 度時点で約 2,227 千人に留まり、同じ県内の自然公園である瀬戸

内海国立公園（約 1,505 万人）と比較しても、その観光動員力や認知度・集客力には差が見られ

る。(環境省 「令和５年国立公園利用者数」) 

 これらのデータは、氷ノ山という有力な観光資源を保有しながらも、「宿泊への誘導」「四季を

通じた滞在価値の創出」「観光消費機会の最大化」といった観点において、未だその潜在力を十分

に引き出せていない現状を裏付けている。その中で、日帰り観光客のみならず、宿泊観光客の増

加を望むための差別化施策に対しての支援を整えることが行政には必要である。 

 

3.地域情報、魅力発信、住民参加不足 

 養父市では行政主導の観光 PR や地域振興策が中心であり、住民が主体的にかかわる仕組みは

まだ十分に整っていない。地域の魅力を最も理解しているのは地元住民だと考えている。地元住

民が地域の魅力を深く理解することが、アイデンティティの形成につながり、持続可能なまちづ

くりの観点から極めて重要だと考えている。しかし、個人の体験や思い出が可視化される機会が

少ない。その結果、地域資源の発掘と共有が進まず、「養父市らしさ」を伝える多様なストーリー

が観光客などの外部に届いていない。養父市地域再生計画より、地方創生の実現における課題と

して、高校生、大学生においてのブランディング不足があげられている。そのため、今後のまち

づくりへの愛着、関心が大いに希薄化されることが懸念される。さらに、観光業のみならず、「但

馬牛」や「朝倉山椒」といった地域特産品がある。そういった地域ブランドを、東京都台東区の

アンテナショップ「ちいきと」に出店しているものの、現段階では当該出店に関する認知度や来

客数、販路拡大効果を示す公開データは見当たらない。現時点で観光振興・地域プロモーション



   

 

 7  

 

の観点から施策の効果が十分に可視化されているとは言いがたい。（養父市アンテナショップ活

用課題 令和 6年度 経営状況報告） 

 宿泊観光客が年々減少している中で、地域特有のブランドを発信し、他の地域に埋もれない、

外部からの人々の最大限にメリットが出るような政策を考えていく必要がある。例えば、オール

シーズンを通して訪客が考えられるものなどである。そして日帰りにとどまることなく、宿泊へ

つなげ、養父に再び宿泊に来ていただくための施策が必要である。養父市のような地方部では、

宿泊需要の確保が地域経済の循環や人口維持に直結するため、その重要性は高いといえる。その

中で、行政に求められる役割としては、観光振興を“外部からの誘客政策”として捉えるだけで

はなく、地域住民が自ら魅力を語り、交流を生み出せる「場」と「仕組み」を整備することであ

る。すなわち、行政は住民参加型の観光・まちづくりを推進するための基盤づくりを担い、地域

資源と人材の潜在力を引き出す支援主体として機能する必要がある。 

  

第 3章 民泊プロジェクト×マイふるさとガイドの可能性 

1. 政策具体案 

本政策では、民泊を地域体験の中心に据え、情報発信および利用促進のために「マイふるさと

ガイド」を活用する仕組みを提案する。目的は、地域の人々が自らの生活文化を発信し、外部の

人とのつながりを広げることで、地域の魅力を“体験”として伝えることにある。以下に 7 つ、

政策の具体的内容を示す。 

 

① 「マイふるさとガイド」を民泊検索・予約機能を備えた地域体験アプリとして運用する 

 アプリ上では、地域ごとに登録された民泊先を一覧で閲覧できるようにし、ホストのプロフィ

ールや写真、宿泊者のレビューを掲載する。これにより、利用者は単なる宿泊先の情報だけでな

く、ホストの人柄や地域の雰囲気を事前に知ることができるようにする。また、宿泊希望者はア

プリ上から直接予約が可能とし、地域との距離を近づける。 

② 各ホストが「自分のお気に入りの場所」をマイふるさとガイド上に投稿できる仕組みの構築 

 ホストは近所の飲食店や観光地、自然スポット、地元の人しか知らない穴場などを自由に紹介

できるようにし、投稿内容は写真とコメントで構成し、ホストならではの視点を反映させる。例

としては、「朝に行くと静かで気持ちがいい神社」や」など、生活に根ざした情報が中心となる。

こうした発信によって、アプリ全体が「地元の人に案内されるような体験型ガイド」へと進化し、

地域の温かみを伝えられるようになる。 

③ マイふるさとガイド内に「ホストおすすめルート機能」の導入 

 これは、ホストが自分の民泊周辺のおすすめスポットを組み合わせ、1日または 2日間の観光・

体験ルートを提案できる機能である。たとえば「午前は近くの市場で朝食→昼は地元カフェ→夕

方は温泉→夜は宿で地元料理体験」といった流れを提示し、旅行者が地域での過ごし方を具体的

にイメージできるようにする。これにより、宿泊者の地域内滞在時間を延ばし、飲食店や観光施

設への波及効果も期待できる。 
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④ 宿泊者による体験共有機能の導入 

宿泊者は滞在後、アプリ内で「ホストに教えてもらったおすすめスポット」「印象に残った地元

の人との交流」などを投稿できるようにする。写真付きの体験レポートが蓄積されることで、マ

イふるさとガイドは単なる情報媒体を超え、「人と人のつながりを可視化するプラットフォーム」

として機能する。この体験共有が他の利用者への信頼性の高い口コミとなり、新たな来訪者の獲

得につながる。 

⑤ 地域全体での参加促進の仕組みづくり 

 民泊ホストや地元飲食店、観光施設がそれぞれアプリ上でプロフィールを作成し、相互に紹介

し合えるようにする。たとえば、民泊ホストが「うちの宿に泊まったらぜひこのお店へ」と投稿

すれば、飲食店側も「この宿の方がよく来てくれます」と紹介を返す。このように、地域の中で

相互リンクを形成することで、住民同士のつながりも強化される。 

⑥ 自治体がこの取り組みを後押しする制度設計 

 具体的には、マイふるさとガイドへの掲載を希望するホストや店舗に対して、写真撮影や情報

発信のサポート、取材記事作成の支援を行う。学生ボランティアや NPO が取材・記事執筆を担当

することで、地域側の負担を減らし、若者が地域と関わる機会も増える。これにより、マイふる

さとガイドが地域と外部の人材をつなぐ交流拠点として機能する。 

⑦ 地域イベントとの連携 

 マイふるさとガイド上で、地元祭りや体験イベントの情報を発信し、民泊とセットで参加でき

るようにする。たとえば「秋の収穫祭＋農家民泊体験」「夏祭り＋地元民との夕食会」など、季節

ごとの特別プランを企画する。これにより、宿泊とイベント参加を通して地域の生活文化を深く

体験できるようになる。 

 最後に、これらの施策を通して形成されるのは、「人を介した地域の魅力発信の循環」である。

ホストが地域を紹介し、宿泊者がその体験を共有し、その情報が次の訪問者を呼び込む。この循

環が続くことで、地域全体が一体となった魅力発信の仕組みが生まれる。マイふるさとガイドは

その情報基盤として、民泊プロジェクトを支え、地域内外の人々を結びつける中心的な役割を果

たす。 

 以上の取り組みを通じて、短期的には地域における宿泊者数の増加が見込まれる。これまで養

父市のような地方地域では、観光客が「日帰り」で訪れるケースが多く、宿泊を伴う滞在が少な

いことが課題であった。しかし、マイふるさとガイドを通じて民泊施設を容易に検索・予約でき

るようになることで、旅行者が「泊まって体験してみたい」と感じる動機が生まれる。さらに、

ホスト自身が投稿する地域紹介記事を通じて、観光地や飲食店、体験スポットなどの“リアルな

地元情報”が可視化される。これにより、観光客が地域に対して親近感を抱き、より長く滞在し

たいという意欲を高める効果が期待できる。結果として、宿泊を伴う観光が増加し、地域内での

消費額も拡大し、地元の飲食店や土産物店などへの波及効果が発生するため、地域経済に即効的

な刺激をもたらすと考えられる。 

 また長期的には、民泊をきっかけに地域への関心を深めた宿泊者が「つながり人口」として継

続的に地域とつながることが見込まれる。マイ故郷ガイド上でのホストとの交流や、宿泊後のリ
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ピート訪問などを通じて、地域との心理的な距離が縮まる。さらに、こうしたつながり人口の拡

大が進むことで、将来的に「移住を検討してみたい」と考える人が現れる可能性が高まる。特に、

都市部から地方移住を検討する層にとって、実際に地域で生活する人々と直接つながれる民泊は、

移住前のリアルな体験機会として有効である。結果として、養父市のような地方都市においては、

人口減少対策や地域コミュニティの維持という長期的課題に対しても一定の効果が見込まれる。 

 

2. 行政に求められる役割 

本政策は、地域住民が主体となる民泊運営と、地域情報を発信する「マイ故郷ガイド」を連携

させることで、地域全体の魅力を発信し、観光および関係人口の拡大を図るものである。その実

現のためには、住民や民間だけでなく、行政が適切に介在し、制度面・広報面・データ面から支

援を行うことが不可欠である。以下では、市の役割を①情報基盤の整備、②安全性・信頼性の担

保、③地域連携と支援体制の構築、④中長期的な戦略形成の 4点に整理して述べる。 

 

① 情報基盤の整備 

まず、市はマイふるさとガイドの運営基盤を支援する立場として、地域情報のデータベース整

備を担う。具体的には、観光地、飲食店、体験施設、交通アクセスなどの基礎データを収集し、

マイふるさとガイドの地図・検索機能と連動させることで、民泊ホストや旅行者が容易に利用で

きる環境を整える。加えて、市は地域ごとの魅力を発信するための素材提供（写真、歴史資料、

観光統計など）を行い、ホストが記事を作成しやすいようサポートする。こうした情報基盤の整

備によって、個人による発信の質を底上げし、地域全体の情報発信の統一感を高めることができ

る。 

② 安全性・信頼性の担保 

次に、市の重要な役割は、民泊運営における安全性と信頼性の確保である。民泊事業には、宿

泊者の安全管理、衛生面の基準、近隣住民とのトラブル防止など、一定のルール整備が不可欠で

ある。市は、旅館業法や住宅宿泊事業法などの法令に基づく許可・届出のサポート体制を強化し、

ホストが安心して登録できる仕組みを作る。また、マイふるさとガイドと連携して、登録民泊に

は「認証マーク」や「市公認ホスト制度」を導入することで、旅行者に対して信頼性の高い情報

を提供できるようにする。これにより、初めて訪れる旅行者でも安心して宿泊予約を行うことが

でき、地域全体のブランド価値向上につながる。 

③ 地域連携と支援体制の構築 

市は地域内のネットワークを形成する中心として機能すべきである。具体的には、ホスト・飲

食店・観光施設などの事業者を対象とした「地域魅力発信ワークショップ」や「民泊ホスト研修

会」を定期的に開催し、情報共有と協力体制の強化を図る。ホストが地元店舗や観光資源を積極

的に紹介することで、地域内での経済循環が生まれ、個別の民泊運営が“まち全体の観光戦略”

に自然と組み込まれていく。 

また、市はマイふるさとガイド上で紹介された店舗や体験施設に対して「市公式おすすめスポ

ット」認定を行い、行政として信頼性を補完することも効果的である。これにより、地域住民の
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発信と行政の認証が相乗効果を生み、より強固な地域ブランディングが可能となる。 

④ 長期的な戦略形成 

長期的には、市が得られるデータを活用した「観光・つながり人口戦略」の策定が重要である。

マイふるさとガイドや民泊予約の利用データを分析することで、どの地域に宿泊者が集中してい

るのか、どの季節にアクセスが増えるのか、どのタイプの体験記事が人気なのかを可視化できる。

これらのデータは、今後の観光政策やインフラ整備計画に活用できる貴重な資源となる。たとえ

ば、宿泊需要が高まったエリアに公共交通の便の改善や、人気の体験プログラムを他地域にも展

開するなど、実証的な政策立案が可能になる。 

また、民泊をきっかけに地域と継続的に関わるつながり人口の育成が期待される。市は、リピ

ーターとなった宿泊者やホストとの交流を継続できるよう、オンラインコミュニティやイベント

を支援するなど、交流の“第二段階”を設計することが求められる。これにより、一時的な観光

促進ではなく、地域との持続的な関係づくりが進み、最終的には移住・定住への流れを生み出す

基盤となる。 

 

第 4章 政策提案の持続性と環境構築 

本政策を持続的に機能させるためには、民泊を中心とした住民主体の運営体制と、行政による

長期的な支援が不可欠である。特に「マイふるさとガイド」を情報基盤とし、地域住民が自ら発

信・運営に関わることで、観光を通じた地域コミュニティの再構築を実現できる。また、マイふ

るさとガイドを民泊運営と直結させる仕組みを導入する。たとえば、ホストは自身の宿泊施設ペ

ージ内で「地域体験プラン」や「季節のイベント」を登録でき、宿泊者はアプリ上でそれらを同

時に予約できるようにする。これにより、「宿泊＋体験＋交流」が一体化した滞在モデルを実現で

きる。加えて、宿泊者が体験後にレビューや写真を投稿すると、それが新たな地域情報として蓄

積され、他の旅行者の興味喚起につながる。こうした発信の循環構造は、民泊を通じた地域経済

の活性化と、情報の更新性の両立を可能にする。 

また、地域教育や若者との連携も持続運用の鍵となる。地元高校や大学、専門学校などと連携

し、学生が取材・記事作成・デザインなどに携わることで、若者が地域課題に主体的に関わる機

会を創出できる。取材先が民泊ホストや地元農家であれば、学生と住民との交流が自然に生まれ、

世代を超えた関係づくりにもつながる。さらに、観光協会スタッフが運営面をサポートし、記事

校正や安全基準の助言を行うことで、民泊の品質の安定化と継続性を担保する。 

加えて、発信者やホストに対しては、活動を継続的に促すインセンティブ制度の導入が有効で

ある。初回投稿以降も、投稿回数や宿泊受入件数に応じて養父市の地域振興ポイントである「や

っぷるポイント」を段階的に付与し、地域内の商店や施設で利用できるようにすることで、アプ

リの利用促進と域内経済の循環を両立できる。さらに、宿泊者からの高評価を得たホストを「や

ぶアンバサダー」として市が認定し、公式 SNS や観光パンフレットで紹介する仕組みを設ける。

これにより、地域での信頼性とモチベーションの向上を図ることができる。また、ホスト同士が

参加できる勉強会や意見交換会を定期的に実施し、接客スキルや地域紹介の工夫などを共有する

ことで、民泊全体の質の底上げを目指す。こうした段階的な支援を通じて、発信活動や宿泊運営
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が地域の誇りと実益の双方につながる仕組みを形成できるだろう。 

さらに、行政は透明性と参加のしやすさを確保する仕組みを整える。マイふるさとガイドの運

用状況や民泊登録数、利用者数、満足度などを定期的に公表し、住民が意見を提出できる「運営

報告会」や「オンライン意見箱」を設ける。これにより、アプリの改善が行政主導ではなく、住

民との協働で進められるようになる。また、安全面の確保や法的手続きについても、市が相談窓

口を設置し、ホスト登録前後のサポート体制を整備することで、安心して参入できる環境を構築

する。 

 以上のように、行政・住民・外部人材が協働し、民泊と地域発信を一体的に運営する仕組みを

整えることで、マイふるさとガイドは短期的な観光需要の拡大にとどまらず、地域の持続的な自

立成長を支える基盤として機能し得る。 

 

結論 

 本提案は、養父市において日帰り観光に偏っている現状や、地域資源を十分に活かしきれてい

ない課題を踏まえ、住民主体の受け入れ体制と行政による制度的支援を組み合わせることで、滞

在型交流への転換を図るものである。地域住民がホストとなり、来訪者と生活を共にする民泊の

仕組みを整備することで、観光客が地域の暮らしや文化に深く触れ、単なる観光消費ではない交

流が生まれる。これにより、短期的には滞在時間の延長と地域内消費の増加が期待できる。さら

に長期的には、繰り返し訪れる中で地域への愛着が醸成され、関係人口の拡大や移住につながる

可能性も生まれる。また、住民が主体的に交流に関わることで地域への誇りと結束が高まり、行

政が制度面を支えることで継続的な運営が保証される。この二つが結びつくことで、訪問と交流

が一度きりではなく循環的に続き、地域社会に持続的な活力を生み出す。その循環こそが、地域

経済の再生と地域コミュニティの強化につながる。 

 

参考文献 

◯Web-site  

環境省 「令和 5年国立公園利用者数（公園、都道府県別）」 2025 年 11 月 7 日閲覧 

https://www.env.go.jp/park/doc/data/natural/naturalpark_06.xlsx 

 

経済産業省 「インバウンド事業、観光」 2025 月 11 月 5日閲覧  

450_hyogo_yabu_honbun.pdf 

 

国土交通省 「2050 年の国土に係る状況変化」 2025 年 11 月 5 日閲覧 

https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001361256.pdf  

 

地方創生 「養父市地域再生計画」 2025 年 11 月 7 日閲覧 

https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/dai73nintei/plan/y1005.pdf 

 

https://www.env.go.jp/park/doc/data/natural/naturalpark_06.xlsx
https://www.meti.go.jp/policy/sme_chiiki/miraitoushi/kihonkeikaku/honbun/450_hyogo_yabu_honbun.pdf
https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001361256.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/tiikisaisei/dai73nintei/plan/y1005.pdf


   

 

 12  

 

東京養父市会 「養父市のアンテナショップ「ちいきと」」 2025 年 11 月 5 日閲覧 

https://www.tokyoyabu.com/2024/10/17/post-1832/ 

 

兵庫県 「兵庫県観光マンスリーレポート」 2024 年 9月 2025 年 11 月 7日 閲覧 

https://www.hyogo-tourism.jp/files/report/2409report.pdf 

 

兵庫県 「令和４年度兵庫県観光動態調査報告書」 2025 年 11 月 5日閲覧 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/sr16/documents/reiwa4doutaityousa.pdf 

 

養父市 「養父市アンテナショップ活用課題（令和 6年度 経営状況報告）」  

2025 年 11 月 7日閲覧 20250821press4.pdf 

 

養父市 「養父市の課題、特性」 2025 年 11 月 5 日閲覧 

https://www.city.yabu.hyogo.jp/material/files/group/26/dainishou.pdf 

 

 

養父市 「養父市の人口推移と将来推計人口」 2025 年 11 月 5日閲覧 

https://www.city.yabu.hyogo.jp/material/files/group/34/6jinnkousuii.pdf 

 

養父市 「養父市若者ミライ会議 提言」 2025 年 11 月 7日閲覧 

wakamonomiraikaigi_teigen_2.pdf 

https://www.hyogo-tourism.jp/files/report/2409report.pdf
https://web.pref.hyogo.lg.jp/sr16/documents/reiwa4doutaityousa.pdf
https://www.city.yabu.hyogo.jp/material/files/group/2/20250821press4.pdf?utm_source=chatgpt.com
https://www.city.yabu.hyogo.jp/material/files/group/26/dainishou.pdf
https://www.city.yabu.hyogo.jp/material/files/group/4/wakamonomiraikaigi_teigen_2.pdf

